
議長及び副議長就任あいさつ
第二回定例会開会
第一回定例会開会
おんしりんバイクパークオープン
恩賜林組合からのお知らせ
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第
三
回
臨
時
会
開
会

　

令
和
四
年
第
三
回
臨
時
会
は
、8
月
9
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。　

 
 

 

　

本
臨
時
会
に
お
い
て
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
13
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
北
富
士
組

合
有
地
梨
ヶ
原
地
区
作
業
道
設
置
工
事（
第

1
工
区
））

　
組
合
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
2
条
の

規
定
に
よ
り
、議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
北
富
士
組

合
有
地
梨
ヶ
原
地
区
作
業
道
設
置
工
事（
第

2
工
区
））

　
組
合
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
2
条
の

規
定
に
よ
り
、議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

第
二
回
定
例
会
開
会

　

令
和
四
年
第
二
回
組
合
会
定
例
会
は
、6

月
16
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
15
日
間
で

会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。本
定
例
会
に
お
い

て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案
の

と
お
り 

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
1
号

継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

令
和
3
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
の
継
続
費

五
十
万
五
千
円
を
、翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
の

で
、地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
四
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
も
の
で
す
。

報
告
第
2
号

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

令
和
3
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
の
繰
越
明

許
費
八
千
二
百
四
十
五
万
六
千
円
を
、翌
年
度

に
繰
り
越
し
た
の
で
、地
方
自
治
法
施
行
令
第

百
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た

も
の
で
す
。

議
案
第
9
号

令
和
4
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県

有
財
産
保
護
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
一
千
六
百
三
十
四

万
六
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
二
十
八
憶
一
千
五
百
一
万
四
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

議
案
第
10
号

森
林
学
習
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

森
林
学
習
施
設
の
付
帯
施
設
と
し
て
新
た
に

整
備
す
る
自
転
車
関
連
施
設
の
設
置
に
伴
い
、

報
告

報
告

議長
勝俣　大紀

副議長
大森　浩義

　

入
会
住
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
組
合
並
び
に
組
合
会
に
対
し
ま

し
て
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
月
の
第
二
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、私
た
ち
両
名
が
議
員
全

員
の
ご
推
挙
に
よ
り
、富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護

組
合
会
第
七
十
五
代
議
長
及
び
第
七
十
六
代
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
て
、心
か
ら
感
謝

す
る
と
共
に
、組
合
の
歴
史
等
を
顧
み
る
と
き
に
責
務
の
重
大
さ
を

改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

旧
十
一
ヶ
村
入
会
住
民
の
代
表
で
あ
り
ま
す
議
員
各
位
の
意
思
を

最
大
限
尊
重
し
、ま
た
、自
ら
が
入
会
住
民
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、組
合
会
が
公
正
、公
平
の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
皆
様
か
ら
の
信

託
に
応
え
る
た
め
、円
滑
な
議
会
運
営
で
き
ま
す
よ
う
、誠
心
誠
意
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、入
会
権
擁
護
と
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
、さ
ら
な
る
伸
展
を
目
指
し
、富
士
北
麓
の
発
展
の
た
め
努
力
を

惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
お
り
ま
す
の
で
、な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
及
び
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

可 

決

可 

決
可 

決

可 

決
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使
用
料
の
額
を
定
め
る
ほ
か
施
設
の
管
理
運
営
の
万
全
を

図
る
た
め
、本
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号

令
和
4
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保

護
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
五
千
一
百
九
十
万
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
八
憶
六
千
六
百
九
十

一
万
四
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号

組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

組
合
監
査
委
員
に
、渡
邉
壽
幸
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

第
一
回
定
例
会
開
会

　

令
和
四
年
第
一
回
組
合
会
定
例
会
は
、3
月
7
日
か

ら
3
月
25
日
ま
で
の
19
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ

て
原
案
の
と
お
り 

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
1
号

令
和
4
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保

護
組
合
一
般
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
七
億
九
千
八
百
六
十
六

万
八
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
2
号

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、引
用
す
る
法
律
名
を
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、本
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
3
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

地
域
に
お
け
る
人
材
の
有
効
活
用
等
を
通
じ
た
公
益
的

法
人
等
と
の
適
切
な
連
携
・
協
力
に
よ
る
諸
施
策
の
推
進

を
図
る
た
め
本
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
4
号

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

押
印
を
求
め
る
手
続
き
を
見
直
し
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効

率
化
を
推
進
す
る
た
め
、本
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
5
号

職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

つ
い
て

　

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、妊
娠
、出
産
、育
児

等
と
仕
事
の
両
立
支
援
と
し
て
、特
別
休
暇
に
不
妊
治
療

の
た
め
の
休
暇
を
加
え
る
た
め
本
条
例
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

議
案
第
6
号

職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

人
事
院
規
制
の
一
部
改
正
に
伴
い
、妊
娠
、出
産
、育
児

等
と
仕
事
の
両
立
支
援
と
し
て
、職
員
が
育
児
休
業
を
取

得
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
る

た
め
、本
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
7
号

組
合
有
地
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
つ
い
て

　

第
10
次
北
富
士
演
習
場
使
用
協
定
に
基
づ
き
、国
に
対

し
演
習
場
と
し
て
引
き
続
き
使
用
さ
せ
る
た
め
、賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
8
号

北
富
士
演
習
場
内
山
梨
県
有
入
会
地
を
使
用
許
可
及

び
賃
貸
借
契
約
す
る
こ
と
に
関
し
て
の
同
意
に
つ
い

て　
　

　

第
10
次
北
富
士
演
習
場
使
用
協
定
に
基
づ
き
、山
梨
県

が
国
に
対
し
演
習
場
と
し
て
引
き
続
き
使
用
さ
せ
る
こ
と

に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
1
号

組
合
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

組
合
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、所
要
の
箇
所
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。   

同 

意

同 
意

可 

決

可 

決

可 

決
可 

決

可 

決

可 
決可 

決

可 

決

可
決
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キポキポ来場者5万人達成記念セレモニー（7月31日）
　

富
士
山
の
ぬ
く
森
キ
ポ
キ
ポ
で
は
、令
和
2
年
7
月
の
オ
ー
プ
ン

以
来
ご
来
場
者
数
累
計
5
万
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

5
万
人
目
の
来
場
を
記
念
し
て
渡
辺
正
志
組
合
長
よ
り
、記
念
品

と
し
て「
特
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
計
」を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

撮影：勝俣 孝行 氏

議
　
長  

勝
俣　

大
紀

副
議
長  

大
森　

浩
義

林
務
委
員
会

委
員
長  
羽
田　

英
児

副
委
員
長

鈴
木　

富
蔵

委
　
員  

横
山　

勇
志

 
 

勝
俣　

大
紀

 
 

大
森　

浩
義

演
習
地
対
策
委
員
会

委
員
長  

渡
辺　

幸
寿

副
委
員
長

宮
下　

宗
昭

委
　
員  

小
俣　

光
吉

 
 

渡
邉　

壽
幸

 
 

堀
内　

康
雄

財
務
委
員
会

委
員
長  

奥
脇　

和
一

副
委
員
長

渡
辺　

新
喜

委
　
員  

天
野　

弥
一

 
 

羽
田　

正
男

 
 

羽
田　

幸
寿

議会の構成

新監査委員の紹介 新議員の紹介

渡邉　壽幸
（議員選出）

羽田　幸寿
（富士吉田市明見）

横山　勇志
（富士吉田市上吉田）

新入会組合長の紹介

高村　昌也 氏
山中湖村旧三村
入会組合連合会長

渡辺　忠男 氏
富士吉田

入会組合連合会長

松井　武朗 氏
山中入会組合長
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山梨県演習場交付金特別加算交付金（6月29日）

右
：
渡
辺
正
志
組
合
長

左
：
長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事

さくらライトアップ（4月15日～ 24日）
恩賜林組合春のイベントとして、初めての試みである桜並木ライトアップを実施いたしました。
約1,000名の皆様にご来場いただき、大盛況のうちに無事終えることができました。

　渡辺正志組合長は就任以来、長年の懸案事項である山梨県演習場交付金の法制化及び交付率の適正
化について山梨県に粘り強く交渉してまいりました。
　その交渉の成果により山梨県演習場交付金交付要綱の制定及び従来の山梨県演習場交付金に加え、
新たに特別加算交付金として4,000万円が恩賜林組合に交付されることとなりました。
　6月29日、山梨県庁において長崎幸太郎知事から渡辺正志組合長に特別加算交付金の交付決定通知
書が手渡されました。

撮影：勝俣 孝行 氏撮影：勝俣 孝行 氏
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北富士演習場現地連絡協議会（3月28日）

　恩賜林組合と国、県、関係市村、入会組合で構成
される「北富士演習場現地連絡協議会」が開催さ
れ、「令和4年度北富士演習場使用計画に基づく立
入日及び射撃予定」が決定しました。
　令和4年度北富士演習場立入日については組
合ホームページ「新着情報→立入日」からご覧くだ
さい。

　

令
和
4
年
4
月
10
日
、入
会
権
擁
護
最
大
の

明
認
行
為
で
あ
る
火
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

例
年
約
4
’0
0
0
名
の
入
会
住
民
が
一
堂

に
会
し
て
行
わ
れ
る
火
入
れ
で
す
が
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
恩

賜
林
組
合
と
旧
十
一
ヶ
村
入
会
組
合
の
役
員
を

中
心
と
し
た
約
7
0
0
名
に
規
模
を
縮
小
し

実
施
し
ま
し
た
。北
富
士
演
習
場
内
国
有
入
会

地
は
、火
入
れ
に
よ
り
草
原
と
し
て
維
持
さ
れ

て
き
た「
二
次
草
原
」で
あ
り
、山
菜
等
の
生
育

の
ほ
か
に
様
々
な
動
植
物
の
生
息
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。今
後
も
入
会
権
擁
護
の
明
認
行
為
と

し
て
火
入
れ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、人
間
と

自
然
が
作
り
上
げ
て
き
た
貴
重
な
自
然
環
境

を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

北
富
士
演
習
場
内
国
有
入
会
地
等
の
火
入
れ

富士吉田市民会館小ホール
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恩賜林組合職員の給与等の公表
　組合職員の給与は、地方公務員法の規定に基づき国や県、市町村の給料などを考慮し、恩賜林
組合の議会の議決を経て定められています。

1. 職員給与の概要
（1）毎月支給　ア）一定支給　　・給料　・扶養手当　・通勤手当　・その他…住居手当・管理職手当など

イ）実績支給　    ・時間外手当　・特殊勤務手当　・その他…宿日直手当など
（2）一定時期に支給

ア）例年支給　    ・期末勤勉手当（ 6月期、12月期）　 ・寒冷地手当
イ）退職時支給    ・退職手当…勤続年数及び退職事由により決定

2．職員の平均給与月額、初任給などの    　　　
3．職員数の推移　状況（令和3年4月1日現在）

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

4．特別職の
　報酬など

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

恩賜林組合 42.2歳 324,217円 389,928円

富士吉田市 41.3歳 314,499円 379,749円

山梨県 43.2歳 331,674円 411,337円

職員数

平成21年 平成24年 平成27年

40人 45人 44人

平成30年 令和3年

39人 36人

給料 報酬

役　職 組合長 副組合長 議長 副議長 議員

月　額 650,000円 520,000円 137,000円 116,000円 110,000円

講演会（8月11日）
　入会権を専門とする数少ない民法学者である野村泰弘島根大学名誉教授をお招きし、「入会権と
恩賜林組合」と題した講演会を開催しました。

富士吉田市民会館小ホール富士吉田市民会館小ホール
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令和4年度　組合当初予算概要

　令和4年度当初予算は、百年の森づくり基本計画に基づいた施策について、効率の良い事
業展開を図り、歳入歳出のバランスのとれた予算編成としました。
　歳入については、演習場関係収入が大きな割合を占めているところでありますが、大幅な伸
びは期待できない状況であり、さらに基金の利金についても、国債の利率の低下に伴い減少
しています。
　歳出については、組合の基幹事業である造林事業において森林の多面的機能を発揮する森
づくりを目指していくことなど、百年の森づくり構想に基づく事業は着実に進めるとともに、北
富士組合有地の利活用を基本に据え、入会権の擁護及び入会住民の福利厚生に寄与する事
業運営を行っていきます。
　また、北富士組合有地整備事業に伴う投資的経費、森林学習施設及びMTBコース、造林事
業に係る経費増が見込まれています。

歳出
支出済額
歳出

使用料及び手数料 0.61%

予備費 0.36% 議会費 1.97%

総務費
16.84%

事業費
80.82%

国庫支出金 2.75%

県支出金 1.82%

財産収入
18.57%

繰入金
16.04%

諸収入
60.21%

歳入

科目（款） 予算現額

1 使用料及び手数料 17,198,000

2 国庫支出金 76,847,000

3 県支出金 50,796,000

4 財産収入 519,822,000

5 繰入金 449,033,000

6 繰越金 1,000

7 諸収入 1,684,971,000

計 2,798,668,000

歳　入 （単位：円）

科目（款） 予算現額

1 議会費 55,238,000

2 総務費 471,413,000

3 事業費 2,262,016,000

4 公債費 1,000

5 予備費 10,000,000

計 2,798,668,000

歳　出 （単位：円）
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歳　入

歳　入

（単位：円）

（単位：円）

区分 現在高

財政調整基金 1,161,646,906

林業振興事業整備基金 5,872,058,837

計 7,033,705,743

科目（款） 予算現額 収入済額 収入率

1 使用料及び手数料 13,630,000 8,361,380 61.3%

2 国庫支出金 107,832,000 83,523,000 77.5%

3 県支出金 67,232,000 64,339,163 95.7%

4 財産収入 516,666,000 513,550,278 99.4%

5 繰入金 225,201,000 163,947,000 72.8%

6 繰越金 40,718,000 40,718,307 100.0%

7 諸収入 1,684,655,000 1,687,499,298 100.2%

計 2,655,934,000 2,561,938,426 96.5%

科目（款） 予算現額 支出済額 執行率

1 議会費 58,054,000 48,715,791 83.9%

2 総務費 504,861,000 369,061,958 73.1%

3 恩賜林保護費 2,083,018,000 1,967,442,810 94.5%

4 公債費 1,000 0 0.0%

5 予備費 10,000,000 0 0.0%

計 2,655,934,000 2,385,220,559 89.8%

区分 金額 比率

富士吉田市 1,028,880,000 85.74%

山中湖村 101,040,000 8.42%

忍野村
（内野を除く） 70,080,000 5.84%

計 1,200,000,000 100.00%

一般会計

歳出
支出済額

歳出
支出済額

2,385,220,559円

財産及び積立金の状況

関係市村賦課金の概要
なし

市村配分金の概要

使用料及び手数料 
0.33%

議会費 2.04%

総務費 
15.47%

恩賜林保護費 
82.48%

国庫支出金3.26%

県支出金 2.51%

財産収入 
20.05%

繰入金 6.40%

繰越金 1.59%

諸収入 65.87%

（単位：円）
（単位：円）

（令和3年10月26日交付）

（令和4年3月31日現在）

歳入
収入済額

2,561,938,426円

財政事情の公表
　本組合では、予算の執行状況などを地域の皆さんにお知らせするために、年2回財政事情を公表して
います。今回は令和3年度一般会計の下半期における予算執行状況（決算見込）並びに基金の状況につ
いて公表します。 
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おんしりんバイクパーク竣工式（8月20日）
　森林空間を活用し、新たな観光や富士北麓地域の活性化及び地域住民の健康促進を図るため、
マウンテンバイクコースを整備しました。

MAP

1

2

3

4

デモンストレーションをするデモンストレーションをする
渡辺正志組合長（左）と勝俣大紀議長（右）渡辺正志組合長（左）と勝俣大紀議長（右）

パンプトラックエリア
　国際競技に対応しているスイスのベロソリュー
ションズ社が設計した全舗装型パンプトラックコー
スです。初心者でも楽しめるキッズコースも併設
し、初心者からプロまで楽しむことができます。

キッズエリア
　初めて自転車に乗る子供やストライダーなど自
転車技術向上を目的とした子供向けのエリアです。

スキルエリア
　ブレーキング、一本橋、丸太越え、ローラーな
どマウンテンバイクに乗る基本動作を練習すること
ができるエリアです。

トレイルエイリア
　国内外で多くの施行実績のあるトレイルビルダー
浦島悠太氏設計によるコースです。初心者から経
験者まで楽しめるマウンテンバイク入門コースです。

1 3

2
4

10



デモンストレーションをする
渡辺正志組合長（左）と勝俣大紀議長（右）

11

第27回おんしりん杯少年サッカー大会

第26回恩賜林杯少年野球大会

令和4年7月2日・3日山中湖交流プラザきらら

令和4年6月19日・25日鐘山総合グラウンド

ジュニアの部優勝　上吉田Jr

始球式（渡辺正志組合長）

優勝　明見JBC

U10優勝　ファンタジスタFCU12優勝　ファンタジスタFC U12



　日々の出来事やイベント情報などを
リアルタイムで配信していますので、ぜ
ひご覧ください。

恩賜林組合公式 facebook

富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合 検索

組合からのお 知らせ I N F O R M A T I O N

　組合では、一市二村入会住民の方を対象に、
弁護士による無料法律相談日を設けています。
　法律問題でお困りの方はこの機会にご相談
ください。

受付時間／13：00～16：30　【担当】総務課

法｜律｜相｜談

※指定日以外又は電話による相談はできません

無料

相談日

令和4年  9月13日（火）
令和4年11月  8日（火）
令和5年  1月10日（火）
令和5年  3月14日（火）

恩賜林庭園に初心者からプロライダーまで楽しめる
マウンテンバイクコースがオープンしました!

恩賜林庭園に初心者からプロライダーまで楽しめる
マウンテンバイクコースがオープンしました!

施設利用上の注意事項
〇利用にあたっては、自転車持込可能です　※大人の方は専用自転車限定となります
〇自転車に適した服装でお願いします　　　　　　　〇ヘルメットは必ず着用してください（レンタルあり）
〇プロテクターの着用を推奨します（レンタルあり）　　〇中学生以下の方は保護者の同伴が必要です
〇中学生未満の方は保護者の同意が必要です

営業時間　 9：00～17：00　 定休日　火曜日

レンタルバイク等使用料

パーク使用料

全日
おとな

一般 市村内の住民

こども

おとな

こども

3,500円

2,000円

2,000円

1,000円

500円／日 200円／日

1,000円

500円

2時間

キッズエリア

全日

MTB

一般 市村内の住民

電動自転車

キックバイク

ヘルメット

プロテクター

グローブ

MTB

電動自転車

3,000円

3,500円

500円

800円

500円

1,000円

2,000円

2,500円

1,500円

2,000円

1,000円

1,500円
2時間
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